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図表 1 世帯年収（問 3）にかかる日本・米国・英国・中国の範囲ギャップ 
 日本 米国 英国 中国 
回答 
選択肢 
1 0-99万円 0-9999ドル 0-9999ポンド 0-9999元 
2 100-399万円 10000-39999ドル 10000-39999ポンド 10000-39999元 
3 400-699万円 40000-69999ドル 40000-69999ポンド 40000-69999元 
4 700-999万円 70000-99999ドル 70000-99999ポンド 70000-99999元 
5 1000-1499万円 100000-149999ドル 100000-149999ポンド 100000-149999元 
6 1500万円以上 150000ドル以上 150000ポンド以上 150000元以上 












1 0-99万円 0-83.9万円 0-132万円 0-124万円 
2 100-399万円 84-335.9万円 133-531万円 125-499万円 
3 400-699万円 336-587.9万円 532-930万円 500-874万円 
4 700-999万円 588-839万円 931-1329万円 875-1249万円 
5 1000-1499万円 840-1259万円 1330-1994万円 1250-1874万円 
6 1500万円以上 1260万円以上 1995万円以上 1875万円以上 
7 － 答えたくない 答えたくない 答えたくない 
※かかった医療費（問 19）についても同様の範囲ギャップが存在する。 
2.2 調査サンプルの概要 
図表 2 年齢と居住国 のクロス表 
 
居住国 
合計 日本 米国 中国 英国 
年齢 15歳未満 度数 1 0 0 0 1 
居住国 の % .1% .0% .0% .0% .0% 
15-19歳 度数 50 29 4 32 115 
居住国 の % 4.7% 2.9% .4% 3.2% 2.8% 
20-29歳 度数 299 306 361 292 1258 
居住国 の % 27.9% 30.6% 36.1% 29.2% 30.9% 
30-39歳 度数 339 195 419 198 1151 
居住国 の % 31.6% 19.5% 41.9% 19.8% 28.3% 
40-49歳 度数 220 129 158 103 610 
居住国 の % 20.5% 12.9% 15.8% 10.3% 15.0% 
50-59歳 度数 99 179 46 168 492 
居住国 の % 9.2% 17.9% 4.6% 16.8% 12.1% 
60-69歳 度数 58 118 11 188 375 
居住国 の % 5.4% 11.8% 1.1% 18.8% 9.2% 
70-79歳 度数 5 35 0 18 58 
居住国 の % .5% 3.5% .0% 1.8% 1.4% 
80歳以上 度数 1 9 1 1 12 
居住国 の % .1% .9% .1% .1% .3% 
合 計 
度数 1072 1000 1000 1000 4072 
居住国 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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4 カ国ともに 20 歳代、30 歳代の回答が多く、60 歳代以降の回答は少ない。各国間の年代
比率は大きな差とはなっていない。 
 









小学校・中学校等卒業 度数 33 9 6 200 248 
居住国 の % 3.1% .9% .6% 20.0% 6.1% 
高等学校等卒業 度数 345 357 59 221 982 
居住国 の % 32.2% 35.7% 5.9% 22.1% 24.1% 
専門学校等卒業 度数 163 98 156 213 630 
居住国 の % 15.2% 9.8% 15.6% 21.3% 15.5% 
短大等卒業 度数 137 206 0 0 343 
居住国 の % 12.8% 20.6% .0% .0% 8.4% 
大学等卒業 度数 362 251 675 319 1607 
居住国 の % 33.8% 25.1% 67.5% 31.9% 39.5% 
大学院等卒業 度数 32 79 104 47 262 
居住国 の % 3.0% 7.9% 10.4% 4.7% 6.4% 
合 計 
度数 1072 1000 1000 1000 4072 
居住国 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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0-99万円 度数 73 59 30 121 283 
居住国 の % 6.8% 5.9% 3.0% 12.1% 6.9% 
100-399万円 度数 309 351 112 563 1335 
居住国 の % 28.8% 35.1% 11.2% 56.3% 32.8% 
400-699万円 度数 428 326 154 169 1077 
居住国 の % 39.9% 32.6% 15.4% 16.9% 26.4% 
700-999万円 度数 168 143 209 41 561 
居住国 の % 15.7% 14.3% 20.9% 4.1% 13.8% 
1000-1499万円 度数 77 60 302 11 450 
居住国 の % 7.2% 6.0% 30.2% 1.1% 11.1% 
1500万円以上 度数 17 29 180 5 231 
居住国 の % 1.6% 2.9% 18.0% .5% 5.7% 
答えたくない 度数 0 32 13 90 135 
居住国 の % .0% 3.2% 1.3% 9.0% 3.3% 
合 計 
度数 1072 1000 1000 1000 4072 











日本 米国 中国 英国 
かかった人 いた 度数 240 165 298 236 939 
居住国 の % 22.4% 16.5% 29.8% 23.6% 23.1% 
いなかった 度数 832 835 702 764 3133 
居住国 の % 77.6% 83.5% 70.2% 76.4% 76.9% 
合 計 
度数 1072 1000 1000 1000 4072 
居住国 の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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あなた本人 度数 80 76 131 100 387 
割合 (%) 33.3% 46.1% 44.0% 42.4%  
配偶者 度数 35 31 86 63 215 
割合 (%) 14.6% 18.8% 28.9% 26.7%  
子ども（10歳未満） 度数 84 28 77 41 230 
割合 (%) 35.0% 17.0% 25.8% 17.4%  
子ども（10～19歳） 度数 74 12 15 22 123 
割合 (%) 30.8% 7.3% 5.0% 9.3%  
子ども（20歳以上） 度数 9 9 6 21 45 
割合 (%) 3.8% 5.5% 2.0% 8.9%  
父母 度数 18 19 38 16 91 
割合 (%) 7.5% 11.5% 12.8% 6.8%  
その他親族 度数 37 53 131 78 299 
割合 (%) 15.4% 32.1% 44.0% 33.1%  





































日本 米国 中国 英国 
48時間以内に服用した 度数 191 71 214 112 588 
居住国 の % 79.6% 43.0% 71.8% 47.5% 62.6% 
48時間以上経って服用した 度数 14 75 55 75 219 
居住国 の % 5.8% 45.5% 18.5% 31.8% 23.3% 
服用しなかった 度数 35 19 29 49 132 
居住国 の % 14.6% 11.5% 9.7% 20.8% 14.1% 
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3.2 治療費の想定と実費 
 
図表 8 世帯年収と抗ウイルス薬の服用時期のクロス表 
 
問20-2．症状を自覚してからタミフル・ 












0-99万円 度数 25 16 9 50 
世帯年収 の % 50.0% 32.0% 18.0% 100.0% 
総和の % 2.7% 1.7% 1.0% 5.3% 
100-399万円 度数 132 83 47 262 
世帯年収 の % 50.4% 31.7% 17.9% 100.0% 
総和の % 14.1% 8.8% 5.0% 27.9% 
400-699万円 度数 155 48 40 243 
世帯年収 の % 63.8% 19.8% 16.5% 100.0% 
総和の % 16.5% 5.1% 4.3% 25.9% 
700-999万円 度数 108 27 8 143 
世帯年収 の % 75.5% 18.9% 5.6% 100.0% 
総和の % 11.5% 2.9% .9% 15.2% 
1000-1499万円 度数 95 28 18 141 
世帯年収 の % 67.4% 19.9% 12.8% 100.0% 
総和の % 10.1% 3.0% 1.9% 15.0% 
1500万円以上 度数 67 13 5 85 
世帯年収 の % 78.8% 15.3% 5.9% 100.0% 
総和の % 7.1% 1.4% .5% 9.1% 
答えたくない 度数 6 4 5 15 
世帯年収 の % 40.0% 26.7% 33.3% 100.0% 
総和の % .6% .4% .5% 1.6% 
合 計 
度数 588 219 132 939 
世帯年収 の % 62.6% 23.3% 14.1% 100.0% 
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図表 9 「新型インフルエンザ」治療費の想定と実費 
  
居住国 
日本 米国 中国 英国 
実費 想定 実費 想定 実費 想定 実費 想定 
0円 
度数 7 24 17 107 4 29 71 371 
居住国の % 2.9% 2.9% 10.3% 12.8% 1.3% 4.1% 30.1% 48.6% 
1－999円 
度数 0 7 6 31 3 10 25 75 
居住国の % 0.0% 0.8% 3.6% 3.7% 1.0% 1.4% 10.6% 9.8% 
1,000－
1,999円 
度数 16 42 13 52 13 18 28 55 
居住国の % 6.7% 5.0% 7.9% 6.2% 4.4% 2.6% 11.9% 7.2% 
2,000－
5,999円 
度数 122 304 32 111 23 34 40 48 
居住国の % 50.8% 36.5% 19.4% 13.3% 7.7% 4.8% 16.9% 6.3% 
6,000－
9,999円 
度数 43 158 12 56 15 26 18 23 
居住国の % 17.9% 19.0% 7.3% 6.7% 5.0% 3.7% 7.6% 3.0% 
10,000－
14,999円 
度数 20 86 21 65 19 44 6 17 
居住国の % 8.3% 10.3% 12.7% 7.8% 6.4% 6.3% 2.5% 2.2% 
15,000－
19,999円 
度数 11 24 12 20 20 35 4 4 
居住国の % 4.6% 2.9% 7.3% 2.4% 6.7% 5.0% 1.7% 0.5% 
20,000－
29,999円 
度数 3 22 5 28 35 34 6 5 
居住国の % 1.3% 2.6% 3.0% 3.4% 11.7% 4.8% 2.5% 0.7% 
30,000－
39,999円 
度数 1 12 4 22 19 29 2 3 
居住国の % 0.4% 1.4% 2.4% 2.6% 6.4% 4.1% 0.8% 0.4% 
40,000－
59,999円 
度数 0 15 6 27 18 56 7 1 
居住国の % 0.0% 1.8% 3.6% 3.2% 6.0% 8.0% 3.0% 0.1% 
60,000－
99,999円 
度数 1 7 6 18 33 62 4 1 
居住国の % 0.4% 0.8% 3.6% 2.2% 11.1% 8.8% 1.7% 0.1% 
100,000－
149,999円 
度数 0 7 5 42 31 71 4 3 
居住国の % 0.0% 0.8% 3.0% 5.0% 10.4% 10.1% 1.7% 0.4% 
150,000－
199,999円 
度数 0 2 1 11 6 23 0 0 
居住国の % 0.0% 0.2% 0.6% 1.3% 2.0% 3.3% 0.0% 0.0% 
200,000－
299,999円 
度数 0 2 4 9 14 37 0 1 
居住国の % 0.0% 0.2% 2.4% 1.1% 4.7% 5.3% 0.0% 0.1% 
300,000－
499,999円 
度数 0 1 2 5 16 28 1 0 
居住国の % 0.0% 0.1% 1.2% 0.6% 5.4% 4.0% 0.4% 0.0% 
500,000－
999,999円 
度数 0 1 2 15 18 37 0 1 
居住国の % 0.0% 0.1% 1.2% 1.8% 6.0% 5.3% 0.0% 0.1% 
1,000,000円
以上 
度数 0 0 2 6 5 24 4 2 
居住国の % 0.0% 0.0% 1.2% 0.7% 1.7% 3.4% 1.7% 0.3% 
わからない 
度数 16 118 15 210 6 105 16 154 
居住国の % 6.7% 14.2% 9.1% 25.1% 2.0% 15.0% 6.8% 20.2% 
  
度数 240 832 165 835 298 702 236 764 
居住国の % 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 










図表 10 かかった新型インフルエンザについてあてはまるもの（48時間以内服用） 
  居住国 
合計 
日本 米国 中国 英国 
症状はそれほど深刻ではなかった 度数 129 27 102 41 299 
割合 (%) 67.5% 38.0% 47.7% 36.6%   
症状はとても深刻なものだった 度数 12 22 27 43 104 
割合 (%) 6.3% 31.0% 12.6% 38.4%   
医療機関の外来受付時間に受診して処方
された 
度数 110 27 97 18 252 
割合 (%) 57.6% 38.0% 45.3% 16.1%   
医療機関の時間外外来（夜間救急を含む）
を受診して処方された 
度数 21 7 51 16 95 
割合 (%) 11.0% 9.9% 23.8% 14.3%   
救急車で搬送されて処方された 度数 1 11 31 10 53 
割合 (%) 0.5% 15.5% 14.5% 8.9%   
同居親族が処方された抗ウイルス薬をわ
けてもらって服用した 
度数 2 7 43 4 56 
割合 (%) 1.0% 9.9% 20.1% 3.6%   
かつて季節インフルエンザにかかったと
きに処方された抗ウイルス薬を服用した 
度数 6 7 54 7 74 
割合 (%) 3.1% 9.9% 25.2% 6.3%   
インフルエンザにかかったときは抗ウイ
ルス薬を服用するのが当然と思う 
度数 66 9 53 13 141 
割合 (%) 34.6% 12.7% 24.8% 11.6%   
新型インフルエンザの脅威が不明だった
ので抗ウイルス薬を服用した 
度数 20 9 44 12 85 
割合 (%) 10.5% 12.7% 20.6% 10.7%   
抗ウイルス薬の費用は、健康を取り戻す
ために妥当な対価だと思う 
度数 45 9 73 5 132 
割合 (%) 23.6% 12.7% 34.1% 4.5%   
症状を緩和するために払う費用として抗
ウイルス薬は高いと感じる 
度数 9 3 34 4 50 
割合 (%) 4.7% 4.2% 15.9% 3.6%   
普段から自分の健康には気をつけている 度数 43 16 72 12 143 
割合 (%) 22.5% 22.5% 33.6% 10.7%   
体調不良のときはがまんせず医療機関を
受診するようにしている 
度数 50 11 58 11 130 
割合 (%) 26.2% 15.5% 27.1% 9.8%   
毎年 1回以上健康診断を受けている 度数 29 11 61 7 108 
割合 (%) 15.2% 15.5% 28.5% 6.3%   
















日本 米国 中国 英国 
症状はそれほど深刻ではなかった 
度数 34 34 44 47 159 
割合 (%) 69.4% 36.2% 52.4% 37.9% 
 
症状はとても深刻なものだった 
度数 5 24 5 33 67 
割合 (%) 10.2% 25.5% 6.0% 26.6%   
医療機関の外来窓口が開いていなかったか
ら 
度数 2 5 8 8 23 
割合 (%) 4.1% 5.3% 9.5% 6.5%   
医療機関に外来受診したが抗ウイルス薬は
処方されなかった 
度数 10 10 15 9 44 
割合 (%) 20.4% 10.6% 17.9% 7.3%   
救急車で搬送されてその他の医療処置をう
けた 
度数 1 3 4 7 15 
割合 (%) 2.0% 3.2% 4.8% 5.6%   
自分で購入した風邪薬、解熱剤を服用したか
ら 
度数 5 19 30 27 81 
割合 (%) 10.2% 20.2% 35.7% 21.8%   
抗ウイルス薬の副作用として異常行動に注
意喚起されていたから 
度数 2 3 8 4 17 
割合 (%) 4.1% 3.2% 9.5% 3.2%   
自然治癒を心がけていて薬を服用する習慣
がない 
度数 2 8 16 15 41 
割合 (%) 4.1% 8.5% 19.0% 12.1%   
持病の薬があって抗ウイルス薬との飲み合
わせを懸念したから 
度数 1 1 6 6 14 
割合 (%) 2.0% 1.1% 7.1% 4.8%   
インフルエンザにかかったときは抗ウイル
ス薬を服用するのが当然と思う 
度数 3 8 9 6 26 
割合 (%) 6.1% 8.5% 10.7% 4.8%   
新型インフルエンザに対して抗ウイルス薬
の効果が不明だと思う 
度数 1 8 12 10 31 
割合 (%) 2.0% 8.5% 14.3% 8.1%   
抗ウイルス薬の費用は、健康を取り戻すため
に妥当な対価だと思う 
度数 1 6 7 7 21 
割合 (%) 2.0% 6.4% 8.3% 5.6%   
症状を緩和するために払う費用として抗ウ
イルス薬は高いと感じる 
度数 4 8 4 7 23 
割合 (%) 8.2% 8.5% 4.8% 5.6%   
普段から自分の健康には気をつけている 
度数 7 14 16 18 55 
割合 (%) 14.3% 14.9% 19.0% 14.5%   
体調不良のときはがまんせず医療機関を受
診するようにしている 
度数 8 4 10 11 33 
割合 (%) 16.3% 4.3% 11.9% 8.9%   
毎年 1回以上健康診断を受けている 
度数 5 8 14 8 35 
割合 (%) 10.2% 8.5% 16.7% 6.5%   
  度数 49 94 84 124 351 
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付録 A 調査設問 
問 1 あなたの性別を教えてください。 
問 1-2 （略） 
問 2 あなたの年齢を教えてください。 
問 3 あなたの世帯年収を教えてください。 
問 4 あなたの最終学歴を教えてください。 














*** 以下、かかった人がいた場合のみの分岐設問 *** 
問 20-2 症状を自覚してからタミフル・リレンザなどの抗ウイルス薬を服用したのは 48 時
間以内でしたか？ 
1. はい／2. いいえ／3. 抗ウイルス薬は服用しなかった 

















14. 毎年 1回以上健康診断を受けている 


















16. 毎年 1回以上健康診断を受けている 
問 21～問 26 （略） 
※略されている設問は共同研究者が設定したものであり、本研究では利用していない。 
以上 
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